
 

 

 

 
 

資生堂、東京メトロ銀座線銀座駅にパブリックアート「光の結晶」を寄贈 

 

 資生堂は、創業の地である銀座の魅力的な街づくりへの貢献とアートを通じて美を世界へ発信することを目的

に、2020年10月16日（金）に東京メトロ※銀座線の銀座駅にパブリックアート作品「光の結晶」を寄贈します。 
※東京地下鉄株式会社（本社：東京都台東区 代表取締役社長：山村 明義、以下「東京メトロ」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「光の結晶」について 

本作品は特殊なファセットを施した 636個のクリスタルガラスを集積した光の彫刻で、世界的なアーティストと

して知られる吉岡徳仁氏を起用し制作しました。作品の輝きを設計する際に世界地図を用いており、光で世界

を表現する構成となっています。クリスタルガラスより放たれた無数の光彩はひとつの巨大な光となり、その光

には「地球に生きるものとして世界がひとつになる」という平和への願いが込められ、街を行き交う人々に輝きを

与え、銀座駅の新しいシンボルとなります。 

 

東京メトロのパブリックアート設置について 

東京メトロでは、ゆとりと潤いのある文化的空間の創造を目的に、駅の新設やリニューアルに合わせてパブリッ

クアートの設置を推進しています。今回リニューアルを実施する銀座線の5駅（京橋駅、銀座駅、虎ノ門駅、青山一

丁目駅、外苑前駅）にパブリックアートが設置されます。 

 

資生堂と銀座 

 当社は1872年に日本初の民間洋風調剤薬局として銀座で創業しました。常に新しいものを受け入れ発展してきた

銀座の街と共に、新しい価値を創造し続けてきました。2019年より企業理念を「BEAUTY INNOVATIONS FOR A 

BETTER WORLD （ビューティーイノベーションでよりよい世界を）」と掲げ、今後さらに多様化する美の価値観に応

え、世界中の人々に自信や勇気、喜びや幸せをもたらすイノベーションに挑戦していきます。 
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＜パブリックアート概要＞ 

公開日：2020年 10月 16日（金） 

アーティスト：吉岡徳仁 

作品名：「光の結晶」 

サイズ：縦約 1.65ｍ 横約 3.5ｍ 

設置場所：東京メトロ銀座駅 B6出口付近 

 

 

＜アーティスト概要＞ 

吉岡徳仁 

アーティスト 

 

1967 年生まれ。2000 年吉岡徳仁デザイン事務所を設立。デザ

イン、建築、現代美術の領域において活動。光をテーマとした詩

的な作品は国際的にも評価されている。 

 

代表作には、オルセー美術館に常設展示されているガラスのベ

ンチ「Water Block」をはじめ、クリスタルプリズムの建築「虹の教

会」、結晶の椅子「VENUS」、ガラスの茶室「光庵」などがあり、 

東京 2020オリンピック・パラリンピックでは聖火リレートーチのデ

ザインを手がけている。 

 

作品は、ニューヨーク近代美術館、フランス国立近代美術館ほか、世界の主要美術館に永久所蔵されている。 

毎日デザイン賞、芸術選奨文部科学大臣新人賞、Design Miami/Designer of the Year、Milano Design Award最

高賞など、国際的な賞を多数受賞。 

 

アメリカ Newsweek誌による「世界が尊敬する日本人 100人」に選出されている。 


